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［背景】 多 ＜ の疫 学的研究 に よ つ て 、 高尿酸

血 症は心血管病の独 立 し た危険因子であ る
..,.. 

`— 
とが示 唆 さ れて い る。 しか し いまだ見解は

致 していない。 男性にお いて血清尿酸値は

心血管病危険因子である肥満、 高血圧、 高 脂

血 症と正に関連する ｀ァ• とが認め られてい るし

゜
（ナ

しか し
..,,. 

れ ら の関連につ いて女性を含めたし

大規模な集団での検討はな さ れていない。 本

研究において、 我々 は男女の大規模集団で高

尿酸血症と心血管病危険因子である肥満、 高

血圧、 脂質代謝異常、 糖尿病 と の関連につ い

て調査 した。

［対象 と方法】 対象は I 9 9 7 年度の沖縄県総

合・保健協会の人間 ド ツ ク 受診者 9 9 1 4 人 （男

性 6 1 6 3 人、 女性 3 7 5 1 人、 平 均 年 齢 48.9 歳）。

採血は朝、 空腹時に行っ た。 血圧は坐位で 2 

回測定 し、 低い値 を採用 し た 。 各因子の定義

は ヽ 高 尿酸 血症 を ヽ 血 消 尿 酸 値 ヽ 男 性 7. 0 

mg/ d L 以上、 女性 6. 0 mg/ d L 以上、 肥 満 は

body mass index(BMI) 25kg/m2 以上、 高血圧
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は収縮期血圧 140mmHg 以上あ る いは拡張期

血圧 90mmHg 以上 あ る い は 降 圧 薬 内 服 中 。 高

卜 リ グ リ セ ラ イ ド (T  G) 血症 は 血 清 TG  値

150mg/dL 以上 古向 コ レス テ ロ ル (TC) 血

症 は血清 TC 値 220mg/dL 以 上 、 低 HDL コ レ

ス テロ ル血症は血清 HDL 値 40mg/dL 未満、

（ 

糖尿病は空腹時血糖 126mg/dL 以上あ る いは

H b A 1 c 7. 0 %以上 あ る い は糖尿病治療 中 と し

た 。

［結果】 裔尿酸血症者は 2 5 6 2 人 （受診者全

体の 25.8%) で、 男 性の 3 4. 5 %、 女性の 1 3. 1 % 

に認め られた。 男女いずれにお いて も、 正常

尿酸群に比べ、 高尿酸血症群で BM  I、 収縮期

（ 

お よび拡張期血圧、 TC 値、 TG 値が有意に

高値を示し た。 方 HDL 値は高尿酸血症群

が、 正常尿酸群に 比べ有意に低値であ つ た。

男性 では TG  値が高尿酸血症群において著明

な高 値を示 した。 また 心血管病危険因子を

有する 場合に高尿 酸 血 症 者 の 割 合 が 多 い 結 果

であ つ たが、 糖尿病に関 し て は 、 男性は非糖
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尿病群で、 女性は糖尿病群で高尿酸血症者の

割合が多かっ た。

多変温ロ ジスティ ツ ク解析の結果 男 性 で

は肥満、 高血圧、 古回 TC 血症 、 混． TG 血症で正

の、 加齢と糖尿病 で負の関連が認め られた。

女性では肥満、 高血圧、 高 T C 血症、 古回 TG 血

症で正の関連が認め られた。正常尿酸群では、

2 つ以上の心血管病危険因子合併率は、 男性

48%、 女性 3 O %で あった。 方 高尿 酸 血 症

群では、 2 つ以上の心血管病危険因子合併率

が 、 男性 68%、 女性 62%と、 正常尿酸群に比

べて 有 意 に 高 い 合併率を示 した。

【結論】 本研究では、 日本人女性において も

男 性同様、 高尿酸血症は心血管病危険因子で

ある肥満、 高血圧、 高 TC 血症、 高 TG 血 症 と

有 意な正の関連を 有 す る `’~ とが示された。 まし—·

た 男女において高 尿 酸 血 症 と 心 血 管 病 危 険 因

子との合併は高い頻 度で 認め られた。 高尿酸

血症では心血管危険因子が重積する傾向にあ

る。
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上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的水準につ

いて慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。
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1. 研究の背景と目的

多くの疫学的研究によって、高尿酸血症は心血管病の独立した危険因子であることが示唆

されているが、いまだ見解は一致していない。男性において血消尿酸値は心血管病危険因子で

ある肥満~高血圧、高脂血症と正に関連することが認められている。しかし、これらの関連に
ついて女性を含めた大規模な集団での検討はなされていない。本研究において、我々は男女の

大規模集団で高尿酸血症と心血管病危険因子である肥満、高血圧、脂質代謝異常、糖尿病との

関連について調査した。

2. 研究内容

対象は 1997年度沖縄県総合保健協会の人間ドック受診者 9914人（男性 6163人、女性

3751人）。採血は朝、空腹時に行った。血圧は坐位で2回測定し、低い値を採用した。各因子

の定義は、高尿酸血症を、血消尿酸値、男性7.0mg/dL以上、女性 6.0mg/dL以上、肥満は

body mass index(BMI) 26kg.／記以上、高血圧は収縮期血圧 140mmHg以上あるいは拡張期血

圧90mmHg以上あるいは降圧薬内服中。高トリグリセリド (TG)血症は血消TG値 150mg/dL
以上、高コレステロール (TC)血症は血清 TC値 220mg/dL以上、低 HDLコレステロール

血症は血清 HDL値40mg/dL未満、糖尿病は空腹時血糖 126mg/dL以上あるいはHbAlc7.0% 
以上あるいは抗糖尿病薬による治療中とした。

高尿酸血症者は 2562人で対象の 26%、男性は 2127人で男性の 35%、女性 435人で女性

の 13％に認められた。男女いずれにおいても、正常尿酸群に比べ、高尿酸血症群で BMI、収

縮期および拡張期血圧、 TC値、 TG値が有意に高値を示した。一方、 HDLコレステロール値

は高尿酸血症群が、正常尿酸群に比べ有意に低値であった。男性ではTG値が高尿酸血症群に



おいて著明な高値を示した。また、それぞれの心血管病危険因子の有無別に検討すると、危険

因子を有する場合に高尿酸血症者の割合が多い結果であったが、糖尿病に関しては、男性は非

糖尿病群で、女性は糖尿病群で高尿酸血症者の割合が多かった。

多変量ロジスティック解析の結果、男性では肥満、高血圧、高 TC血症、高 TG血症で正

の、加齢と糖尿病で負の関連が認められた。女性では肥満、高血圧、高 TC血症、高 TG血症

で正の関連が認められた。
2つ以上の心血管病危険因子合併率は、正常尿酸群では男性 48%、女性 30％であった。一

方、高尿酸血症群ではそれぞれ男性 68%、女性 62％と、正常尿酸群に比べて有意に高い合併

率を示した。
本研究では、日本人女性においても男性同様、高尿酸血症は心血管病危険因子である肥満、

高血圧、高TC血症、高TG血症と有意な正の関連を有することが示された。また、高尿酸血

症と心血管病危険因子との合併は高頻度で認められ、インスリン抵抗性の介在が示唆された。

なお、男性における糖尿病との負の関連については今後さらに検討を要する事項と考えられ

た。

3. 研究成果の意義と学術的水準

本研究は、本邦における男女の大規模集団での高尿酸血症と心血管病危険因子との関連を

明らかにし、高尿酸血症を示す場合にはインスリン抵抗性を基盤とした心血管病危険因子と関

わりの深い病態が存在することを示した点で意義がある。その研究成果は国際的に認められる

高水準にあるものと判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。
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